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平成 7年度苅田町青少年育成
町民会議役員のみなさん

(敬称略・カッコ内は所属)

>会長 沖勝治 (町長)
>副会長 酒井盛親 (社会教育委員)、
新木幹雄 (人権擁護委員)

>理事長 井上之夫 (少年補導員)
>理事 高野牧夫 (行橋警察署 )、 沖永
春生 (町議会 )、 浦田松雄 (区長連合

会 )、 中原義一 (中学校 )、 藤田ヒサ子

(小学校 )、 上村時靖 (苅田工業高校 )、

赤司信義 (西 日本工業大学)、 和田健一

郎 (幼 稚園)、 坂本和 己 (保 育所連

盟 )、 長松明義 (青少年問題協議会 )、

吉廣啓子 (教育委員)、 片山家栄 (社会

教育委員)、 高辻展充 (社 会教育委

員)、 竹井雅幸 (PTA連合会 )、 高城
雅春 (PTA連合会 )、 大竹冨子 (婦人
会)、 山本節子 (婦人会)、 松中文雄 (育

成会連合会 )、 木下昌和 (育成会連合

会 )、 深見秀親 (体育協会 )、 守中康哉

(文化協会 )、 松本比呂貴 (青年団協議

会)、 増田克己 (老人クラブ連合会 )、

羽廣正純 (少年補導員)、 白川金治 (保

護司会 )、 山田隆 (交通安全指導員)、

門富一雄 (福祉協議会 )、 松本武司 (民

生委員)、 池上允之 (人権擁護委員)、

玉井法子 (母子会 )、 坂岡ヒサコ (手を

つなぐ親の会 )、 岡崎昌一 (身障者福祉

会)、 坂岡正喜 (ス ポーツ少年団)、 尾

田弘子 (レ クリエーション研究会)、 中

村寛治 (商工会議所 )、 原田雄幸 (青商

会)、 森河原貞俊 (農業協同組合)、 坂

岡弘 (ラ イオンズクラブ)、 千原功 (ロ ー

タリークラブ)、 増田哲人 (少年指導委

員)、 藤本尚 (生徒指導研修部会 )、 吉

野利子 (主任児童委員)、 増田庄二 (公

民館 )、 甫水金次郎 (役場)

>監事 山中康久 (体育協会 )、 楠野宣
機 (役場)

「暴走族追放及び青少年の犯

罪防止に関する決議」を可決

6月 21日 、苅田町議会 6月 定例会

において、頻発する少年犯罪防止の

ため「暴走族追放及び青少年の犯罪

防止に関する決議」を全会一致で可

決しました。

各
部
会
の
活
動
計
画
を
決
定

ヽ_

五
月
二
十
九
日
、
中
央
公
民
館
第

五
研
修
室
で
、
苅
田
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
の
第
七
回
総
会
が
開
催
さ

れ
、
各
部
会
ご
と
の
平
成
七
年
度
の

活
動
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

総
務
部
会

ｏ
町
民
会
議
の
趣
旨
や
活
動
普
及
の

徹
底
ｏ
啓
発
講
演
会
の
開
催
載

ｏ
広
報
紙

「す
こ
や
か
」
の
発
行

ｏ
青
少
年
健
全
育
成
カ
レ
ン
ダ
ー
の

作
成
○
シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
防
止
に
関
す
る

啓
発
物
品
の
作
成

健
全
育
成
部
会

ｏ
体
育
行
事
参
加
の
奨
励

ｏ
野
外
活
動
研
修
事
業

（ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
等
）

ｏ
青
少
年
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
の
募

集生
徒
指
導
研
修
部
会

ｏ
関
係
団
体
と
の
連
携
と
町
内
諸
行

事
に
お
け
る
非
行
防
止
活
動

ｏ
町
内
の
児
童

。
生
徒
の
実
態
の
把

握
と
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
情
報
交

換
や
連
携
を
図
る

ｏ
他
部
会
と
の
情
報
交
換
や
連
携
の

強
化

補
導
環
境
部
会

ｏ
青
少
年
に
有
害
な
地
域
環
境
の
浄

化
と
整
備
の
推
進

ｏ
悪
書
対
策
や
薬
物
乱
用
防
止
活
動

の
推
進

ｏ
春

・
夏

。
冬
休
み
中
の
巡
回
街
頭

補
導
ｏ
部
会
員
相
互
の
研
修
と
資
質
の
向

上★
四
月
十
八
日
、
町
民
会
議
補
導
環

境
部
会
が
地
域
防
犯
活
動
の
功
績
を

認
め
ら
れ
、
行
橋
京
都
地
区
防
犯
協

会
お
よ
び
行
橋
警
察
署
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

家
庭
部
会

ｏ

「家
庭
の
日
」
運
動
の
推
進

ｏ

「オ
ア
シ
ス
」
運
動
の
推
進

ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
の
連
携
強
化

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

2

回

青

少

年

育

成

町

民

会

議

総

会

第

青少年健全育成講演会を開催します

「いじめと人権」(演題)

「いじめ」による自殺が大きな社会

問題となっています。

「いじめ」は人権侵害です。そこで

苅田町青少年育成町民会議では「いじ

めと人権」をテーマに講演会を計画し

ました。たくさんのご来場をお待ちし

ています。

●日時 7月 15日 (土 )
午後 2時開会

●場所 総合福祉会館大ホール
●講師 吉武駿次郎さん (福岡県子ど
も専門委員)

●入場料 無料
●主催 青少年育成町民会議総務部会
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古
代
ロ
マ
ン
を
求
め
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
６
回
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

六
月
十
日
、
第
六
回
ふ
れ
あ

い

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

（健
全
育
成
部
会

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
総
合
福
祉
会
館
を

ス

タ
ー
ト
・ゴ
ー
ル
と
す
る
四
つ
の
周
回

コ
ー
ス
を
設
定
。
百
三
十
六
チ
ー
ム
五

百
八
十
九
名
の
親
子
連
れ
や
友
達
グ

ル
ー
プ
な
ど
が
、
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
次
々
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

コ
マ
地
図
を
頼
り
に
、
番
塚
墳
や

御
所
山
古
墳
の
謎
解
き
に
挑
戦
。
参

加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
初
夏
の
太
陽

を
浴
び
て
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。

☆

各

コ
ー
ス
入
賞
チ
ー
ム

●
の
い
ち
ご
コ
ー
ス
①
守
洋
子
チ
ー

ム
②
北
原
智
里
チ
ー
ム
③
片
山
ち
か

子
チ
ー
ム

●
あ
じ
さ
い
コ
ー
ス
①
園
田
香
奈
子

チ
ー
ム
②
勝
原
沙
耶
香
チ
ー
ム
③
横

手
博
幸
チ
ー
ム
③
森
下
美
幸
チ
ー
ム

●
つ
ば
め
コ
ー
ス
①
ご
と
う
ゆ
う
す

け
チ
ー
ム
②
足
達
静
佳
チ
ー
ム
③
田

崎
俊
夫
チ
ー
ム
③
徳
永
秀
夫
チ
ー
ム

●
か
え
る
コ
ー
ス
①
神
知
徳
チ
ー
ム

②
三
村
さ
お
リ
チ
ー
ム
③
九
十
九
潤

チ
ー
ム

☆

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

ｏ
福
社
会
館
の
体
育
館
を
使
用
で
き

て
よ
か
っ
た
。
休
息
で
き
た
。

ｏ
表
彰
式
が
あ

っ
た

の
が
う
れ
し

か
っ
た
。

ｏ
暑
く
て
の
ど
が
か
わ
い
た
。

ｏ
番
塚
古
墳
の
字
が
読
め
な
か

っ
た
。

ｏ
た
い
へ
ん
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
。

ｏ
小
学
生
は
コ
ー
ス
図
が
あ
ま
り
理

解
で
き
て
い
な
い
。

雨で水入リノ大綱引き大会

二
月
二
十

一
日
に
開
催
予
定
の
大
綱
引
き
大
会
は
、
残
念
な
が

ら
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

右
の
写
真
は
二
月
十
二
日
、
大
綱
引
き
大
会
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
た
、
松
山
軍

（上
）
と
山
伏
軍
の
必
勝
祈
願
の
様
子
で
す
。
来

年
は
今
年
の
分
ま
で
引
っ
張
る
ぞ
／

3
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青
少
年
相
談

&

学
校
週
５
日
制

ｏ
月
２
回
実
施
に

よ
り
、
学
校
で
は
毎
月
第
２
土
曜
日

と
第
４
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
が
家
庭

や
地
域
で
活
動
す
る
時
間
が
増
え
、

子
ど
も
た
ち
の

「遊
び
」
が
重
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の

「遊
び
」
は
ど

ん
な
特
色
を
も

っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

遊
び
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

ん
な
立
場
か
ら
の
ご
意
見
が
あ
り
ま

す
が
、
「遊
び
の
重
視
に
よ
る
社
会
性

の
育
成
」
と
い
う
立
場
か
ら
の
ご
意

見
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
（注
）

『特
色
の

一
つ
は
、
子
ど
も
が
自

由
な
発
想
の
も
と
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
指
示
や
命
令
で
動
く

の
で
は
な
く
、
自
ら
の
興
味

。
関
心

に
基
づ
い
て
対
象
と
関
わ

っ
て
い
く
。

そ
れ
は
、
自
分
の
力
量
に
即
し
、
挑

７
月
は

「
青
少
年
を

非
行
か
ら
ま
も
る

全
国
強
調
月
間
」
で
す

ヽ
　
】

「
■
ヽ

戦
す
る
目
当
て
を
立
て
、
粘
り
強
く

実
現
し
て
い
く
自
己
実
現
の
過
程
と

い
っ
て
よ
い
。

二
つ
は
、
子
ど
も
が
試
行
鎖
誤
し

な
が
ら
自
分
な
り
に
創
意
工
夫
を
す

る
過
程
で
、
ル
ー
ル
や
役
割
、
責
任

が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。

ル
ー
ル
を
守
り
、
役
割
や
責
任
を
果

た
す
遊
び
の
中
で
、
子
ど
も
は
自
己

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
経
験
を
積
み
重

ね
、
手
加
減
す
る
能
力
や
社
会
秩
序

を
培

っ
て
い
く
。

三
つ
は
、
遊
び
そ
の
も
の
に
没
頭

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
活
動
す
る

中
で
、
よ
り
確
か
な
技
を
磨
い
た
り
、

能
率
的
な
方
法
を
生
み
出
し
た
り
し

て
、
自
分
に
有
能
感
を
感
じ
な
が
ら

夢
中
に
な

っ
て
取
り
組
む
姿
で
あ

る
。
』
と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
筆
者
は
、
「遊
び
は
達
成

感
。満
足
感
の
み
な
ら
ず
、
挫
折
感
・

葛
藤
な
ど
、
人
間
と
し
て
成
長
す
る

う
え
で
不
可
欠
な
体
験
を
、
ご
く
自

然
に
学
び
、
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

（注
）村
山
信

一
「遊
び
の
重
視
に
よ
る
社
会
性

の
育
成
を
ど
う
進
め
る
か
」
教
職
研
修
１
９
９

５
年
３
月
号

（教
育
開
発
研
究
所
）
よ
り

次代を担う青少年を健全育成する

ことは全国民の課題です。

少年非行は昭和58年 をピークに、

依然として高水準で推移しており、

万引き等の初発型非行や中・高校生

による非行の多発、無職少年による

凶悪、粗暴な事件の発生、暴走族に

よる暴走行為の頻発、シンナー等乱

用少年や少年の福祉を害する成人犯

罪による被害少年の増加、青少年を

取 り巻 く社会環境の悪化など憂慮す

べき状況にあります。

ヽ、 このため、 7月 を「青少年を非行
ヽ″ からまもる全国強調月間」に定め、
関係機関、関係団体、地域住民など

が青少年の非行に対する共通の理解

と認識を深め、非行防止のための諸

施策および活動を有機的な連携のも

とに集中的に実施し、非行防止の徹

底を図っています。

悩んでいないで

気軽にダイヤル
イ イ コ ニ

8436-11512
青少年教育相談室
(三原文化会館内)

教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
と

「青
少
年
教
育
相
談

室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

勉
強
や
進
路
、
友
達
、
家
庭
や
親

子
関
係
、
子
ど
も
の
変
化
、
し
つ
け

な
ど
の
問
題
解
決

へ
の
手
助
け
の
た

め
に
、
ま
ず
は
気
軽
に
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。
●
相
談
日
時
　
毎
週
月

ｏ
水

。
本

・

金
曜
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０
分

※
相
談
は
電
話
相
談
、
面
接
相
談
の

ど
ち
ら
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

※
休
日
と
時
間
外
は
留
守
番
電
話
で

予
約
受
付
し
ま
す
。

編
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